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6. 自転車走行空間ネットワーク 

6.1  自転車走行空間ネットワーク形成の目的 

「ひと・自転車・クルマが共生できるまち つくば」を実現するために，三者が安全・安

心に移動できることを目指し，自転車走行空間ネットワークを形成します。ネットワーク

を形成するにあたっては，４つの視点から目的を設定します。 

 

安全で安心して通行できる道路空間の創出 

 ・歩行者，自転車，自動車が安全で快適に移動するための走行空間の構築を目指しま 

す。ひと（歩行者）の安全を第一に考えた自転車走行空間ネットワークとします。 

 ・ペデストリアンデッキは，自転車と歩行者の利用空間の分離を図り安全性を向上さ

せます。両者が安全かつ快適に利用できる空間の構築を目指します。 

 

温室効果ガス削減等の環境への寄与   

 ・移動行動をするにあたり，環境配慮の視点から移動手段の転換を促すネットワーク

を構築します。安全に移動できる環境を構築することで，自動車から自転車への移

動手段の転換を推進します。 

 ・自転車と公共交通のスムーズな連携を図ることで，公共交通の利用促進及び公共交

通へのアクセス手段としての自転車の利用促進を目指します。自動車分担率削減に

つなげていきます。 

  

自転車利用による市民の健康増進  

  自転車を楽しみながら健康づくりにつなげるポタリングやサイクリング等を楽しむ

ことができる走行空間の構築を目指します。 

 

移動利便性の向上  

  安全・安心な自転車走行空間を構築し，自転車を第３の公共交通として位置づけ，

レンタサイクルの充実及びサイクルシェアリングの導入を検討します。電車やバス

などの公共交通の補完的な交通手段として自転車の役割を高めることを目指します。 
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6.2 自転車走行空間ネットワーク路線選定の考え方 

(1) 走行空間を構築するための考え方 

自転車による各エリア及び各路線の利用のされ方を踏まえ，自転車走行空間ネットワー

ク路線の設定基準を定めます。「自転車安全利用促進計画」における「走行空間を構築する

ための考え方」を基本に，考え方ごとに検討エリア及び路線を選定します。 
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(2) 整備対象エリアの優先度の考え方 

「走行空間を構築するための考え方」に沿って自転車走行空間ネットワーク路線を

検討するために「整備対象エリアの優先度の設定フロー」（図 6-1）に基づいて，整

備対象エリアの優先度を検討します。 

図 6-1 整備対象エリアの優先度の設定フロー 

 

(3) 整備対象路線の優先度の考え方 

整備の優先度が高いと定められたエリアに対し，「整備対象路線の優先度の設定フ

ロー」（図 6-2）を用いて，自転車利用の需要や現状の安全性等を考慮し，同エリア

内の整備対象路線の優先度を検討します。 

 

図 6-2 整備対象路線の優先度の設定フロー 



 

108 

 

(4) 整備形態の考え方 

整備の優先度が高いと定められた路線に対し，整備形態を検討します。特に，「対象路線

の規制速度」及び「自動車交通量」の観点を中心に据えて検討します。なお，自転車歩行

者道は，自転車道や自転車レーンが整備できない場合の当面の整備形態と位置づけます。 

 

 

図 6-3 整備形態の設定フロー 

 

(5) 整備の進め方 

 整備対象路線について整備形態が決定した後，市全体の自転車走行空間の状況及び道路

整備状況等を踏まえて総合的に判断し，整備開始の時期を定めます。 

社会情勢の変化及び経済情勢の推移等を考慮して，実施していきます。 
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6.3 自転車走行空間ネットワークエリア・路線の検討 

歩行者・自転車・自動車が共生し，安全で快適に走行できるネットワークを構築する

ために，次の手順で「走行空間を構築するための考え方」ごとに，整備の方法を検討し

ます。 

 

 

図 6-4 自転車走行空間ネットワーク作成手順 
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【考え方１】   

 

(1) 整備対象エリアの設定 

生活に密着したエリアの自転車走行空間の整備は，道路全体の維持管理と連携して進

めます。特に，小・中学生の通学の安全性を守ることを第一に据え，自転車通学の集中

する中学校中心のエリアを設定します。市内における距離帯別の鉄道駅端末交通手段別

分担率（図 6-6 参照）では，３～５km 以内の移動の際に自転車を利用している市民の

割合が約 20％～40％となっています。また，自転車利用経路に関するアンケート調査

結果から，自転車のトリップは地域内の移動が主となるため，中学校を中心にした半径

３㎞圏の整備対象エリアを設定します。 

エリア間の優先度は，児童・生徒数の推移及び自転車通学者数の増加状況，現在の整

備状況等を考慮しながら定めます。なお，つくば紫峰学園においては小中一貫校の施設

整備を進めており，遠距離の自転車通学をする生徒が増加する可能性を考慮し，早期に

検討を実施します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-6 整備対象エリア 

 

図 6-5 距離帯別鉄道駅端末交通手段別分担率 

資料：平成 20 年度パーソントリップ調査 
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(2) エリアの現状把握 

整備対象エリアにおいて，市民や道路管理者による点検パトロールや自転車利用者

からの情報収集（中学生及び高校生へのアンケート等）した結果から，要修繕箇所や

学校までの自転車通学が集中する路線・路線上の問題箇所を抽出します。 

 

  【把握すべき事項】 

 自転車の利用実態，自転車トリップ 

 自動車交通量，自転車交通量 

 要修繕箇所・要改築区間の整備状況，自転車走行空間の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-7 整備フロー 

 

 

  

エ
リ
ア
ご
と
に
実
施 

市民及び道路管理者 
による点検・パトロール 

整備対象エリア 

自転車利用者からの 
情報収集 

（中学生等に対するアンケート等） 

要修繕箇所の選定 
自転車通学集中路線の選定 
（自転車走行空間の整備， 

 路面表示の設置等） 

要修繕箇所の抽出 
自転車通学集中路線及び 

問題箇所の抽出 
（通行経路や自転車トリップを参考） 

抽出した箇所・自転車通学集中路線の現状把握 
（自転車の利用実態，自動車交通量，自転車交通量） 
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(3) 整備路線の選定・優先度の設定 

現状把握の結果を踏まえ，学校までの自転車通学が集中する路線を整備対象として選

定します。選定された路線において，自転車通学利用の集中の度合い及び道路交通状況

を踏まえ，路線間の優先度を定めます。 

 

＜イメージ＞ 

○整備路線の選定 

Ａ中学校区においては，自転車通学利用経路として駅から国道Ｂ号線方面に向かう

路線を中心に利用が多く見られるため，整備対象の路線として選定します。 

 

○優先度の設定 

国道Ｂ号線，県道Ｃ号線，県道Ｄ号線等の幹線道路において自動車交通量が多 

く，また自転車利用経路も集中しているため優先度が定められます。 

 

   

   （整備路線の選定）                 （優先度の設定） 

 

 

 

図 6-8 整備路線の選定・優先度の設定イメージ 
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(4) 整備形態の選定 

整備路線として選定された路線について，対象路線の規制速度及び現況の道路交通状

況を踏まえて，整備形態を確定します。また，要修繕箇所については，適切に修繕し，

安全・安心な空間にしていきます。 

 

○自転車通学集中路線の整備 

 道路交通状況に応じた自転車走行空間（自転車専用通行帯，車道混在）の整備 

 自転車走行空間の整備が困難な場合は，歩行者の通行状況を踏まえた上で，既存

自転車歩行者道の走行性の改善を行い，自転車の安全を確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 6-9 自転車専用通行帯       図 6-10 車道混在（整備イメージ） 

 

 

 ○要修繕箇所の修繕 

 舗装のやり直し（舗装が劣化した箇所） 

 植栽の剪定 

 破損した側溝蓋の修繕 

 車止めの見直し（蛍光テープの貼付，配置の見直し等） 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

図 6-11 隆起                図 6-12 舗装劣化     
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【考え方２】  

 

(1) 整備対象エリアの選定 

つくば駅及び研究学園駅周辺では，面的に自転車利用需要が高い状況にあります。全

ての鉄道駅周辺においても自転車が走行しやすい路線に利用が集中している傾向にあ

ります。公共交通と連携した自転車の利用促進を目指すために，つくば市内の鉄道駅や

バスターミナル等の主たる交通拠点を中心としたエリア（概ね３km 程度）を設定し，

エリア内の路線の選定をします。 

エリア間の優先度は，バス等の運行本数，交通拠点全体の利用者数，当該交通拠点の

地域特性などを踏まえて検討し，平成 27・28 年度は，つくば駅，筑波地区交通拠点，

茎崎地区交通拠点，平成 29年度は，研究学園駅，大穂地区交通拠点，平成 30年度は万

博記念公園駅，みどりの駅を整備対象エリアとします。 

  

図 6-13 整備エリア 

駅　名
1日平均乗車人員

（2013）

みどりの駅 3,195

万博記念公園駅 2,415

研究学園駅 5,944

つくば駅 17,419

つくばエクスプレス乗降客数

市内バス通行本数

主たる交通拠点 バス通行本数

筑波窓口センター 64

大穂窓口センター 98

つくば市役所 126

茎崎窓口センター 124
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(2) エリアの現況把握 

整備対象として設定したつくば市内の鉄道駅やバスターミナル等の主たる交通拠点

周辺エリアについて，交通拠点利用者から情報収集を行い，交通拠点へのアクセス路

線及び要修繕箇所の選定をします。 

 

  【把握すべき事項】 

 自転車の利用実態，自転車トリップ 

 自動車交通量，自転車交通量 

 要修繕箇所・要改築区間の整備状況，自転車走行空間の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-14 整備フロー 

 

 

 

  

エ
リ
ア
ご
と
に
実
施 

市民及び道路管理者 
による点検・パトロール 

整備対象エリア 

自転車利用者からの 
情報収集 

（駅等利用者に対するアンケート） 

要修繕箇所の選定 

交通拠点へのアクセス路線
の選定 

（自転車走行空間の整備， 
 路面表示の設置等） 

要修繕箇所の抽出 
交通拠点へのアクセス路線 

及び問題箇所の抽出 
（通行経路や自転車トリップを参考） 

抽出した箇所・交通拠点へのアクセス路線の現状把握 
（自転車の利用実態，自動車交通量，自転車交通量） 
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(3) 整備路線の選定・優先度の設定 

現状把握の結果を踏まえ，交通拠点を中心とするエリア内の自転車交通が集中する路

線を整備対象路線として選定します。選定された路線において，自転車利用者の集中の

度合い及び道路交通状況を踏まえ，路線間の優先度を定めます。 

 

＜イメージ＞ 

○整備路線の選定 

Ａ駅周辺においては，ペデストリアンデッキ及び大通りなどの幹線道路で自転車利用

が多く見られているため，整備対象の路線として選定します。 

 

○優先度の設定 

Ａ駅周辺の大通りは自動車交通量が多い路線です。Ａ駅南部側で特に自転車交通量が

500台/12hと多くなっており，優先的な整備が求められます。なお国道Ｂ号線・県道Ｃ

号線については，既に通行位置の明示がされていることから，特に市道Ｄ号線において

優先的に整備をする必要があります。 

 

 

（整備路線の選定）                 （優先度の設定） 

 

 

 

 

 

図 6-15 整備路線の選定・優先度の設定イメージ 
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(4)  整備形態の選定 

整備路線として確定した路線について，対象路線の規制速度及び現況の道路交通状況

を踏まえて，整備形態を選定します。また，要修繕箇所については，適切に修繕し，安

全・安心な空間にしていきます。 

 

○アクセス経路の整備 

 自転車専用通行帯等の自転車走行空間の整備 

 自転車専用通行帯等が整備できない場合，路肩に自転車通行位置を示す路面表示の

設置 

 交差点での飛び出し防止など安全通行を促す啓発看板の設置等 

 

 

図 6-16 整備実施済の自転車専用通行帯 

 

 

○要修繕箇所の修繕 

 舗装のやり直し（舗装が劣化した箇所） 

 植栽の剪定 

 破損した側溝蓋の修繕 

 車止めの見直し（蛍光テープの貼付，配置の見直し等） 

 

      

 

 

 

 

 

図 6-17 隆起                図 6-18 舗装劣化       
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【考え方３】  

 

(1) 整備対象エリアの選定 

健康づくりに寄与する路線として整備済みの「つくばりんりんロード」（県道，自転

車歩行者専用道）のほか，一級河川である小貝川の堤防上の空間を安全・安心に走行で

きる自転車走行空間として構築できるよう河川管理者等と連携しながら検討をします。 

また，市内全域を観光や健康目的で自転車を移動する需要に対応するため，市内の幹

線的な道路を自転車走行空間ネットワークとして組み込みます。サイクリング等を安

全・安心に楽しむことができるように環境整備に取り組みます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 6-19 健康づくりに寄与し，楽しむ自転車利用の促進につながるネットワーク路線 

河川堤防上の走行空間整備イメージ 

（鬼怒川サイクリングロード） 

 

 

つくばりんりんロード 

サイクリング 
ロードを創出 
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(2) エリアの現況把握 

 ○りんりんロード・りんりんロードへのアクセス道路 

りんりんロードの利用促進につなげるために，りんりんロードへのアクセス道路の

改善を図ります。現地調査を実施し，問題箇所を抽出した上で修繕を行います。 

 

 ○小貝川沿いのサイクリングロード 

長距離のサイクリングに適した空間を創出するために，新たに整備の検討をします。

現地調査を実施し，既存の空間の有効活用を検討し，サイクリングロードとして整

備・修繕をしていきます。 

 

○市内の幹線的な道路 

整備対象として設定したつくば市内の幹線的な道路について，市民及び道路管理者

による点検・パトロールにより情報を収集するとともに，対象道路の現況把握を行い，

整備必要区間及び要修繕箇所の抽出をします。 

 

  【把握すべき事項】 

 自転車の利用実態 

 自動車交通量，自転車交通量 

 要修繕箇所・要改築区間の整備状況，自転車走行空間の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-20 整備フロー 

 

 

市民及び道路管理者 
による点検・パトロール 

市内の幹線的な道路，りんりんロードへのアクセス路線 

路
線
ご
と
に
実
施 

抽出した 
要修繕箇所の選定 

抽出した 
整備必要区間の選定 

（自転車走行空間の整備） 

要修繕箇所の抽出 

対象道路の現状把握 
（自転車の利用実態，自動車交通量，

自転車交通量） 

整備必要区間の抽出 
（安全・快適な走行空間が確保されてい

ない区間） 
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(3) 整備路線の選定・優先度の設定 

他市とも連続しており，既に整備されているりんりんロードの利用を促進させるために，

りんりんロードへアクセスする路線を整備の対象とします。また，小貝川沿いにおけるサ

イクリングロードについては，平成 27年度から現状調査を実施し，河川管理者と協同して

概ね５年を目標に整備を実施する方針とします。 

 

(4) 整備内容 

生活拠点間を結ぶ道路やりんりんロードなどのサイクリングロードなど自転車走行空間

ネットワークにおいて，自転車道，自転車専用通行帯などの安全で快適に走行できる自転

車走行空間を整備します。 

 

【整備内容】 

○サイクリングロード 

 小貝川沿いに自転車歩行者専用道路を整備 

 りんりんロードへのアクセス性を高めるアクセス道路の整備 

 りんりんロードの利用者のためのパーク＆サイクルライド駐輪場の整備 

 

 

 

 

 

 

                            

 

図 6-21 自転車歩行者専用道路の整備イメージ 

                                              

○幹線道路 

 自転車専用通行帯（自転車レーン）等の自転車走行空間の整備 

 

図 6-22 自転車専用通行帯 
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【考え方１～３】自転車走行空間ネットワーク路線・エリア 

 

走行空間を構築するための考え方１～３に基づき設定した自転車走行空間ネットワーク

路線・エリアを統合すると，下記に示す路線・エリアとなります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図 6-23 自転車走行空間ネットワーク路線・エリア図 
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6.4 ペデストリアンデッキ 

(1) ペデストリアンデッキの今後の使い方 

 「ひと・自転車・クルマが共生できるまち つくば」のシンボル的路線であるペデストリ

アンデッキの今後の利用の方向性を定めます。 

 

現状の利用 

 歩行者・自転車が安全に通行できるルートとして市民に利用されています。 

 ペデストリアンデッキ周辺の建築物・施設もペデストリアンデッキから入りやす

いように接続されています。 

 ペデストリアンデッキ（メイン）の南北の主軸は，ピーク時（７～９時）には 500

台以上の自転車が走行しています。同様に，歩行者も 500人以上歩行しています。 

 サブ区間はメイン区間よりも通行量は少ない状況です。 

 市民アンケートでは，ペデストリアンデッキが歩行者にとって安全な空間となっ

ていると 65％の人が回答していますが，年齢層が高くなると安全と回答する割合

が低下しています。 

 つくば駅周辺のペデストリアンデッキ（メイン）上の広場においては，自転車と

歩行者の通行空間が分離されていないため，自転車と歩行者が混在しています。 

 

 

 

   

今後のペデストリアンデッキの方向性 

 子供から高齢者までの全ての歩行者・自転車が安全で快適に利用できる空間に

します。 

 つくば駅周辺のペデストリアンデッキ（メイン）の上の広場では，歩行者・自

転車の混在空間が多いため，双方の安全確保を図るために，適切な速度での自

転車走行を推進します。 

 つくば駅周辺の自転車専用通行帯を敷設している場所においては，専用通行帯

の利用促進を図ります。 

 ペデストリアンデッキにおける歩行者・自転車双方の安全を確保するために，

歩行者と自転車の走行空間の分離及び利用のルール化を検討します。 
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(2) ペデストリアンデッキの現況 

 自転車走行調査の結果，ペデストリアンデッキ（メイン）は概ね安全・快適な空間とな

っているものの，「植栽の状況」や「車止め」に関する問題が出ています。また，ペデスト

リアンデッキの交通状況調査の結果，ペデストリアンデッキ（メイン）において，自転車

及び歩行者交通量が多く，自転車・歩行者が混在している状況です。 

 

表 6-1 ペデストリアンデッキの現状と課題 

項目 現況 

 
走
行
環
境 

車止め 

 ペデストリアンデッキのあるエリア全域で，様々な車
止めが設置されています。 

 夜間などに視認性が低く，走行上危険な車止め(反射材
のないタイプ，地上高の低いタイプ)が，駅周辺地域を
除くエリアで複数見られます。 

隆起 
 つくば駅周辺エリア及び並木エリア，赤塚公園周辺エ
リアで，大きな樹木の根による隆起が見られます。 

舗装の老化 
 ほとんどのエリアで舗装の老化に伴う段差や陥没等が
数箇所で見られます。 

植栽 
 松代エリア，赤塚公園周辺エリアで自転車走行時に接
触の可能性のある植栽の張り出しが見られます。 

街灯の設置  街灯は設置されています。 

休憩施設の設置 
 ベンチ等はあります。ルート沿いには，公園が多数あ
るため休憩施設やトイレ等を有効活用することができ
ます。 

自転車・歩行者の混在 

 ペデストリアンデッキの多くの区間で，自転車と歩行
者の通行空間は分離されておらず，混在する状態とな
っています。自転車交通量及び歩行者交通量が多いペ
デストリアンデッキ（メイン）周辺では，分離を留意
する必要があります。 

幅員 

 ペデストリアンデッキ（メイン）は，概ね幅員3m 以上
で自転車歩行者道として十分な幅員が確保されていま
すが，つくば駅南部の一部において幅員 3m未満と狭く
なっています。また，ペデストリアンデッキ（サブ）
は，つくば駅の東の区間で幅員が３m 未満と狭くなって
おり，植栽の状況によっては通行に支障があります。 

安全性 
 ルールは守られていますが，マナーの向上には問題が
あります。 

 
交
通
量 

自転車交通量 

 朝のピーク時には，ペデストリアンデッキ（メイン）
の自転車交通量が500台/2hと一般車道において自動車
交通との分離を留意すべき交通量の基準を超えている
区間が多くなっています。 

 自転車専用通行帯は，利用されているもののペデスト
リアンデッキの交通量と比較すると利用が少ない現状
が把握できます。 

歩行者交通量 

 朝のピーク時においては，ペデストリアンデッキ（メ
イン）の歩行者交通量は，つくば駅周辺になるほど多
くなっています。 

 つくば駅北部側よりもペデストリアンデッキの幅員が
狭まるつくば駅南部での交通量が多くなっています。 
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(3) ペデストリアンデッキのネットワーク路線について 

現地調査結果及び交通量調査結果を踏まえ，南北に走るペデストリアンデッキ（メイン）

を中心に，効率的なネットワーク路線として構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-24 ペデストリアンデッキのネットワーク路線 
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(4) 整備方針 

1) ペデストリアンデッキ（メイン）の整備の考え方 

 自転車及び歩行者の混在による危険性を解消することを中心に据え，ペデストリアンデ

ッキ（メイン）の整備の方向性を整理します。 

 

表 6-2 ペデストリアンデッキ（メイン）の整備の考え方 

 項目 対策 

① 
自転車・歩行

者の混在 

【啓発サイン及び自転車専用通行帯の利用促進サインの設置】 
 つくば駅周辺のペデストリアンデッキ（メイン）の上の広場では，歩行者と
自転車が混在しているため，走行する自転車等に対して適切な速度で走行を
するよう，啓発用サイン等を設置します。 
 つくば駅周辺の自転車専用通行帯が敷設されている場所においては，専用通
行帯の利用を促すためのサインを設置します。 

【通行ルールや速度抑制手法の検討】 
 つくば駅周辺のペデストリアンデッキ（メイン）の上の広場においては，ペ
デストリアンデッキの通行ルール及び低速エリアの設置等について検討し
ます。 

② 

幅員 
【幅員の確保】 

 狭幅員区間において自歩道の最低幅員（３ｍ）を確保します。 

植栽 
【剪定の実施】 

 植栽の悪化箇所については，剪定等を実施します。 

路面性状 

【修繕の実施】 
 路面性状の悪化箇所（陥没等）については，修繕等を実施します。 

【車止めへの反射材の追加】 
 車止めについては，夜間でも分かりやすいように，反射材を追加します。 

③ 街灯 

【夜間照度の把握】 
 全区間，夜間の照度に関する状況を把握し，適宜増設等の検討をします。 

【ライト点灯の啓発活動】 
 自転車走行時のライト点灯について啓発活動を実施します。 

④ 案内看板 

【案内用サインでの休憩施設周知】 
 ペデストリアンデッキ沿いにある公園等においてトイレ及び飲料が確保で
きる施設が多数あるため，案内用サイン等で休憩施設を周知し，利便性の向
上を図ります。 
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表 6-3 区間別整備方針（メインルート） 

 

注）○印は整備を実施することを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-25 ペデストリアンデッキ（メイン）の整備方針 

2) ペデストリアンデッキ（サブ）の整備の考え方 

自転車走行上の危険性を解消することを中心に据え，ペデストリアンデッキ（サブ）の

整備の方向性を整理します。 

 

表 6-4 ペデストリアンデッキ（サブ）の整備の考え方 

 項目 対策 

① 

植栽  植栽の悪化箇所については，早急に剪定等を実施します。 

路面性状 

車止め 

 路面性状の悪化箇所（陥没等）については，早急に修繕等を
実施します。 
 車止めは夜間でも分かりやすいように，反射材を追加します。 

② 
夜間照明に関する

調査・改善実施 

 全区間で整備されていますが，利用者からの不満も多いため，
夜間の状況照度に関する状況を把握した上で，適宜増設を行
ないます。 
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(5) 整備内容 

1) 自転車・歩行者の錯綜対策 

ペデストリアンデッキの今後の方向性として，歩行者・自転車が安全で快適に利

用できるようにするために，歩行者と自転車の分離や交差部分における安全対策，

混在・錯綜対策が必要となります。自転車・歩行者の通行の整序化を図るため，路

面表示や看板などのサインの設置を実施します（速度抑制の標示，メインからサブ

への案内・地図看板等）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-26 誘導看板イメージ      図 6-27  自転車利用者に向けた路面標示 

 

2) 道路状況に関する定期的なパトロール・維持管理 

道路状況に関する定期的なパトロールを踏まえ，歩行者及び自転車利用者がペデ

ストリアンデッキ通行時に支障となる植栽の剪定や舗装の更新等の維持管理を定期

的に実施します。特に，自転車走行調査によりペデストリアンデッキ（メイン）と

比較して道路状況に問題の多いペデストリアンデッキ（サブ）で実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-28  通行時に支障となる植栽 
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3) 車止めの改善 

ペデストリアンデッキ（特にサブ）においては自転車の走行上危険な車止めが見

られるため，危険な車止めの改善をします（反射材の貼付，配置の見直し，自転車

から認識しやすい形式への見直し等）。 

 

 

 

 

 

 

図 6-29 反射材のない車止め 

 

 

 

 

図 6-31 車止め前にライトを設置したイメージ 

図 6-300 認識しにくい車止め 

 

4) 夜間照明に関する調査・改善実施 

自転車施策に関するアンケート調査では，ペデス

トリアンデッキの夜間照明について多くの市民から

不満として指摘されており，安全な走行に支障があ

る場所もあります。今後，ペデストリアンデッキの

照度調査を踏まえて照明の増設位置の検討，設置を

実施します。 

 

図 6-31 樹木が多い茂る区間で設置間隔が広い街灯 

5) 案内看板設置 

現在設置されている案内看板の情報に，周辺のトイレや商業施設への案内を追加

します。利用者への情報提供を充実させます。 

 

 

 

 

 

 

図 6-32 情報を掲載する案内看板 
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7. 進行管理 

 

7.1 ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理 

本アクションプランで定めた事業の実施状況及びその効果について，ＰＤＣＡサイクル

に基いて毎年点検・評価を行い，次年度実施する事業の見直しをします。 

 

図 7-1  PDCA サイクルの概念図 
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7.2 進行管理方法 

アクションプランの進行管理は，事業進捗と施策効果についてそれぞれ指標を設定し，

点検・評価を実施します。 

事業進捗については，実施メニューごとにアウトプット指標を設定し，計画どおりに事

業が進んでいるか確認を行います。施策効果については，基本目標及び計画全体に対しア

ウトプット指標及びアウトカム指標を設定し，点検・評価を行います。評価結果を次年度

の事業計画に反映し，アクションプランを推進します。 

 

表 7-1 進行管理方法 

把握項目 評価単位 実施時期 指標 

事業進捗 実施メニュー 毎年 
実施メニュー別成果目標 

アウトプット指標 

施策効果 

基本目標 毎年 

※指標の調査時期によ

り複数年に１回の場

合あり 

進行管理指標 

アウトプット指標 

アウトカム指標 計画全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2  進捗管理のスキーム  
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7.3 計画全体の進行管理指標 

 歩行者, 自転車, 自動車の三者が快適かつ安全に空間を共有できることは，安全・安心

なまちづくりの視点の上で極めて重要です。 

アクションプランの実効性及び「ひと・自転車・クルマの共生できるまち つくば」の

実現度を点検・評価するために，三者の共生に関する市民の意識の変化を指標として設定

します。指標は，市民に対するアンケート調査を定期的に実施することにより把握します。 

 

（１）歩行者・自転車・自動車が共生できていると感じる割合（全体） 

    

                  

 

 

（２）歩行者・自転車・自動車が共生できていると感じる割合（ペデストリアンデッキ） 

     

                  

 

 

7.4 基本目標の進行管理指標 

 基本目標別の進行管理指標として，リーディングプロジェクトに基づく，以下のアウト

カム指標を設定します。 

 

基本目標１ 自転車の安全な利用につながる意識づくり 

 基本目標１に関わる施策の実効性及び自転車の安全な利用につながる意識づくりの実現

度を評価するため，自転車関連事故の変化と意識づくりを支援する自転車安全利用サポー

ター数を指標として設定します。 

リーディングプロジェクト 進行管理指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自転車関連事故件数 

 

 

 

（２）自転車安全利用サポーター数 

    

 

平成 26年度 

52％ 

平成 31年度 

57％ 

平成 26年度 

61％ 

平成 31年度 

66％ 

中学生のための自転車利用

等の交通安全に関する教育 

高齢者のための自転車利用

等の交通安全に関する教育 

自転車安全利用サポーター

制度 

平成 25 年 

144 

平成 31 年 

－ 

平成 26 年度 

0 

平成 31 年度 

50 
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基本目標２ 安全で快適に自転車で走ることができる環境づくり 

 基本目標２に関わる施策の実効性及び安全で快適に自転車で走ることができる環境づく

りの実現度を評価するため，自転車走行空間に対する市民の意識の変化，放置自転車台数

や駐輪場利用状況の変化を指標として設定します。 

リーディングプロジェクト 進行管理指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自転車走行空間に対する満足度 

 

 

 
（２）ペデストリアンデッキが歩行者にとって安全

な空間になっていると回答した割合 

    

 

 

（３）駐輪場利用台数 

 

 

（４）駐輪場利用率 

 

 

 

 

基本目標３ 環境にやさしく健康に役立つ自転車を楽しむまちづくり 

 基本目標３に関わる施策の実効性及び環境にやさしく健康に役立つ自転車を楽しむまち

づくりの実現度を評価するため，地球温暖化対策や健康づくりにおける自転車利用に対す

る市民意識の変化，市民が日常利用する交通手段の変化を指標として設定します。 

リーディングプロジェクト 進行管理指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１）地球温暖化対策として「自転車・徒歩による

移動」を実施していると回答した割合 

    

 

 
（２）健康づくりのために「自転車・徒歩による移

動」を実施していると回答した割合 

    

 

 

（３）つくば市民の日常利用する交通手段（自転車
の割合） 

 

 

 

平成 26 年度 

35％ 

平成 31 年度 

40％ 

平成 26 年度 

61％ 

平成 31 年度 

70％ 

平成 25 年度 

2,425 

平成 31 年度 

2,545 

平成 25 年度 

85.3％ 

平成 31 年度 

90.0％ 

クルマから自転車へのモビ

リティマネジメント事業 

サイクリングマップの作成

事業 

平成 25 年度 

23.5％ 

平成 31 年度 

30％ 

自転車を利用したイベント

の企画・支援 

平成 26 年度 

28.6％ 

平成 31 年度 

30％ 

平成 26 年度 

－ 

平成 31 年度 

15％ 

生活に密着したエリアの自

転車走行空間の整備 

交通拠点への安全・安心なア

クセスルートの整備 

ペデストリアンデッキ整備 

中心市街地の駐輪場の活用

事業 

交通拠点に付設した駐輪場

整備事業 
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8. 資 料 編 

 

■ つくば市自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例 

（目的） 

第１条 この条例は，自転車の利用に関し，基本理念を定め，及びつくば市（以下 

「市」という。），自転車を利用する者（以下「自転車利用者」という。），事業 

者，市民その他の関係者の責務を明らかにするとともに，市の基本的な施策，関 

係者が講じるべき措置等を定めることにより，自転車の安全で適正な利用を促進 

することを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 自転車は，自転車利用者にとって高い利便性を有するとともに，自転車利 

用の推進により環境負荷の低減と健康にも寄与するなど市民生活に極めて重要な 

役割を果たす一方で，自転車に係る交通事故の多発や放置自転車の問題など不適 

切な利用により市民の安全な生活の妨げとなっていることに鑑み，市，市民等及 

び関係機関の相互の連携により，その安全で適正な利用が促進されなければなら 

ない。 

（市の責務） 

第３条 市は，市民等と連携し，自転車の安全で適正な利用を促進するための施策 

（以下「安全利用促進施策」という。）を総合的に実施するものとする。 

２  市は，自転車の安全で適正な利用を促進するため，市民等に対し，必要な広報活

動及び啓発活動を行うものとする。 

（自転車利用者の責務） 

第４条 自転車利用者は，自転車が車両（道路交通法（昭和35 年法律第105 号）第 

２条第１項第８号に規定する車両をいう。）であることを認識して歩行者の通行 

の安全を確保し，同法その他の関係法令を遵守するとともに，自転車を安全かつ 

適正に利用するものとする。 

（自転車小売を業とする者等の責務） 

第５条 自転車の小売，組立て及び整備を業とする者（以下「自転車小売業者等」 

という。）は，自転車が安全で適正に利用されるよう必要な措置を講じるととも 

に，市が実施する安全利用促進施策に協力するよう努めなければならない。 

（市民及び事業者の責務） 

第６条 市民及び事業者は，自転車の安全で適正な利用について理解を深め，交通 

事故の防止に努めるとともに，市が実施する安全利用促進施策に協力するよう努 

めなければならない。 

（自転車安全利用促進計画） 

第７条 市長は，自転車の安全で適正な利用を促進するための計画（以下「安全利 

用促進計画」という。）を策定するものとする。 
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２ 市長は，安全利用促進計画の策定に当たっては，市民等の意見を反映すること 

ができるよう，適切な措置を講じるものとする。 

３ 市長は，安全利用促進計画を策定したときは，これを公表するものとする。 

４ 前２項の規定は，安全利用促進計画の変更について準用する。 

（市による自転車の安全で適正な利用のための技能及び知識の習得） 

第８条 市は，自転車利用者が自転車の安全で適正な利用に必要な技能及び知識を 

習得するための機会の提供その他の必要な措置を講じるものとする。 

（事業者による自転車通勤者の技能及び知識の習得） 

第９条 事業者は，自転車を利用して通勤する従業者が自転車を安全かつ適正に利 

用することができるよう，情報の提供その他の必要な措置を講じることにより， 

技能及び知識を習得させるよう努めなければならない。 

（自転車利用者の技能及び知識の習得） 

第１０条 自転車利用者は，自転車の安全で適正な利用に必要な技能及び知識の習 

得に努めなければならない。 

（保護者による児童・生徒の技能及び知識の習得） 

第１１条父母その他の保護者は，その保護する児童・生徒（１８歳未満の者をい 

う。以下同じ。）に対して，指導，助言その他の必要な措置を講じることにより， 

自転車の安全で適正な利用に必要な技能及び知識を習得させるよう努めなければ 

ならない。 

（児童・生徒の教育又は育成に携わる者による指導等） 

第１２条 児童・生徒の教育又は育成に携わる者は，当該児童・生徒が自転車を安 

全かつ適正に利用することができるよう，指導，助言その他の必要な措置を講じ 

るよう努めなければならない。 

（安全に資する器具の利用） 

第１３条 自転車利用者は，反射材，乗車用ヘルメットその他の交通事故を防止し， 

又は交通事故の被害を軽減する器具を利用するよう努めるものとする。 

２ 父母その他の保護者は，その保護する児童・生徒に対して，反射材，乗車用ヘ 

ルメットその他の交通事故を防止し，又は交通事故の被害を軽減する器具を利用 

させるよう努めるものとする。 

３ 自転車小売業者等は，自転車の販売，組立て及び整備の機会を通じ，反射材， 

乗車用ヘルメットその他の交通事故を防止し，又は交通事故の被害を軽減する器 

具の利用を促進するために必要な情報の提供に努めなければならない。 

（点検整備の実施） 

第１４条 自転車利用者は，その利用する自転車について，安全性を確保するため， 

点検整備を行うよう努めなければならない。 

２ 父母その他の保護者は，その保護する児童・生徒が利用する自転車について， 

安全性を確保するため，点検整備をし，又はその保護する児童・生徒に対して， 

その利用する自転車について，点検整備をさせるよう努めなければならない。 

３ 自転車小売業者等は，自転車の販売，組立て及び整備の機会を通じ，点検整備 

の必要性，日常点検の方法その他の自転車を安全で適正に利用するために必要な 
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情報の提供に努めなければならない。 

（自転車損害賠償保険等への加入等） 

第１５条 自転車利用者は，自転車の利用によって生じた他人の生命，身体又は財 

産の損害を賠償することができるよう，当該損害を塡補するための保険又は共済 

への加入その他必要な措置を講じるよう努めなければならない。 

２ 父母その他の保護者は，その保護する児童・生徒が利用する自転車の利用によ 

って生じた他人の生命，身体又は財産の損害を賠償することができるよう，当該 

損害を塡補するための保険又は共済への加入その他必要な措置を講じるよう努め 

なければならない。 

３ 自転車小売業者等は，自転車の販売,組立て及び整備の機会を通じ，自転車損 

害賠償保険等への加入その他必要な措置に関する情報の提供に努めなければなら 

ない。 

（関係機関との連携） 

第１６条 市は，茨城県，警察署，学校等その他関係機関及び交通安全等の取組み 

を行う団体と連携し，自転車の安全で適正な利用を促進するため必要な措置を講 

じるものとする。 

 

附 則 

この条例は，平成 26 年４月１日から施行する。 
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■ 自転車のまちつくば推進委員会 委員名簿（平成 26 年度） 

 ※敬称略 

区

分 
職名等 氏名 備考 

学

識

経

験

者 

茨城大学工学部都市システム工学科 教授 金 利昭 委員長 

筑波大学芸術系 准教授 渡 和由 副委員長 

国土技術政策総合研究所 道路交通研究部 道路研究室 小林 寛  

独立行政法人国立環境研究所 社会環境システム研究センター 

環境経済・政策研究室長 
松橋 啓介  

市

民

代

表 

つくば市区会連合会 筑波地区代表区長 鈴木 忠雄  

つくば市区会連合会 大穂地区代表区長 木田 和雄  

つくば市区会連合会 豊里地区代表区長 坂本 義治  

つくば市区会連合会 桜地区代表区長 一色 喜美子  

つくば市区会連合会 谷田部地区代表区長 峯本 誠一  

つくば市区会連合会 茎崎地区代表区長 小原 正彦  

自

転

車 

利

用

者 

ＮＰＯ法人りんりんプロジェクト 代表 有野 真由美  

つくば市ＰＴＡ連絡協議会 会長 中村 貴之  

茨城県立筑波高等学校 校長 高橋 郷史  

筑波大学全学学類・専門学群代表者会議 生活環境委員会 施設交通班長 早川 なつみ  

つくば市体育協会 会長 宇木 博明  

つくば市工業団地企業連絡協議会 副会長 竹之内 元  

自

転

車

関

連

団

体 

つくば市商工会 青年部長 堀口 直之  

一般社団法人つくば青年会議所 塚田 勇人  

首都圏新都市鉄道株式会社 経営企画部 推進役兼事業企画課長 本橋 建一  

関東鉄道株式会社 取締役兼自動車部部長 武藤 成一  

輪業組合 筑波支部 役員 庄司 新市  

輪業組合 つくば中央支部長 中島 利男  

一般財団法人つくば都市交通センター 理事 企画業務担当 福田 光宏  

つくば中央地区交通安全母の会連合会 会長 飯島 和子  

つくば北地区交通安全母の会連合会 会長 鮏川 礼子  

行

政

機

関 

茨城県つくば中央警察署 交通課長 小高 正路  

茨城県つくば北警察署 交通課長 古内 新一  

茨城県企画部つくば地域振興課 課長 池畑 直美  

茨城県土浦土木事務所 次長兼道路整備第一課長 大野谷 祐二  

独立行政法人年再生機構首都圏ニュータウン 本部茨城業務部 野津 治夫  

つくば市 宇津野 卓夫  
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■ 検討経緯 

 

年月 会議等 検討内容，議題等 

平成26年  
４月 

自転車のまちつくば行動計画
進捗状況調査 

重点施策，短期施策に関する進捗状況を調査 

７月 平成 26年度 
第１回 自転車のまちつくば 
推進委員会 

(1)自転車安全利用条例普及広報活動について 
(2)自転車のまちつくば基本計画及び行動計画

の評価について 
(3)自転車安全利用促進計画基本計画策定につ

いて 

８～10月 各種調査の実施 (1)自転車施策に関するアンケート調査 
(2)自転車利用経路に関するアンケート調査 
(3)自転車走行空間調査 
(4)交通状況調査 

10月 各種調査結果の整理・分析 (1)施策の実施状況に関する分析 
(2)施策の効果に関する分析 
(3)施策の再検討に向けた分析 
 
 

12 月 平成 26年度 
第２回 自転車のまちつくば 
推進委員会 

(1)各種調査結果の概要について 
(2)自転車安全利用促進計画について 
(3)中長期施策から展開される施策メニュー 

平成27年 
３月 

自転車安全利用促進計画アク
ションプラン（素案）の完成 

 

３月 平成 26年度 
第３回 自転車のまちつくば 
推進委員会 

 
(1)自転車安全利用促進計画について 
(2)アクションプランについて 
(3)自転車施策の取組状況について 
 

３月 自転車安全利用促進計画アク
ションプランの完成 
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■ つくば市自転車安全利用促進計画（概要版） 
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つくば市自転車安全利用促進計画アクションプラン 

平成 27年４月 

つくば市まちづくり推進部交通政策課 

〒305-8555 茨城県つくば市研究学園一丁目１番地１ 

電 話 029－883－1111（代表） 

 


